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研究成果の概要（和文）：本研究は、３つの研究からなる。まず、日本臨床心理士会の倫理ガイドラインをレビューし
、２人のオンラインカウンセラーにインタビュー調査を行った後に、スーパーヴィジョンとブログ研究に必要な利用規
定を作成した。つぎに、３つのコミュニケーションメディア（対面、電子メール、スカイプ）によるスーパーヴィジョ
ンがスーパーヴァイジーの心理に及ぼす効果について検討した。最後に、肯定的内容を書くブロガーの心理に及ぼすコ
メントを書く人の情報量の効果について検討した。

研究成果の概要（英文）：This study consists of three parts. First, we set up the usage policy necessary 
for the study of supervision or blog after reviewing about the ethical guideline of Japanese Society of 
Certified Clinical Psychologists and interviewing two online counselors. Next, the second study compared 
the psychological effects of supervision via three communication media (face-to-face, e-mail, and Skype) 
on supervisees. Finally, the psychological effects of the amount of information about the commenters on 
the bloggers writing good experiences were examined.

研究分野：社会科学、心理学、臨床心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1) 東日本大震災で被災された人々に対し

て、現在さまざまな心理支援が行われている

が、支援の際に大切な点として、継続性が指

摘されている（冨永,2011）。心理面接では、

対面面接が基本であるが、対面面接を実施す

るためには、カウンセラー（以下 CO と略す）

またはクライエント（以下 CL と略す）のど

ちらかが会いに行くという距離的・時間的制

約が生じる。被災地の一つである岩手県は、

四国四県に相当する面積を持つので、臨床心

理士の多い盛岡市から沿岸地域に CO が通う

と往復約 6 時間の時間を要することになる。

また、岩手の道路は冬期間、路面が凍結しや

すく、交通事故が増加しやすい。したがって、

継続的な心理面接を行うためには、対面面接

を補足する非対面心理療法の開発が必要と

なる。 

非対面心理療法のメディアには、日記、手

紙、電話、ファックス、電子メール、テレビ

電話などがあり(森・岩壁,2005)、即時性や

情報量などの点で異なる特徴をもつ。 

これらのメディアの中で、電子媒体を心理

面接に応用したものにメールカウンセリン

グがあるが、渋谷（2006）によれば、メール

カウンセリングは情報伝達のコスト効率が

よい、つながっている安心感がある、一定の

匿名性が守られるなどのメリットがある一

方で、インターネット中毒の危惧、直接的コ

ミュニケーションの希薄化、習慣性の恐れや

応答側の時間的負担が大きいなどのデメリ

ットがあると指摘する。したがって、デメリ

ットを少しでも回避してメールカウンセリ

ングを行うには、まず、倫理内容を含めた利

用規定の確立が必要であろう。そのために、

現在、すでに電子媒体を用いて Web カウンセ

リングを行っている団体または個人に対し

て、利用規定を中心にインタビュー調査を行

い、利用者に負担の少ない利用規定を作成す

る。これを本研究の第 1の目的とする。 

(2) つぎに、高橋(2011)によれば、Eメー

ルカウンセリングの利用者のなかには、悩み

を文章にする困難さを訴える者がいる。この

理由で、電子メールよりもビデオチャット

(Skype)のほうが面接の内容の深まりでより

高い評価を得ていたのではないかと指摘す

る。したがって、電子メールカウンセリング

の対象者は、筆記の苦手な CL よりも筆記力

の高い専門家のほうが向いているのではな

いか。いわゆる、電子メールやビデオチャッ

トを利用する Web を用いた支援では、カウン

セリングよりもスーパーヴィジョン（以下 SV

と略す）のほうが向いているのではないか。

さらに、岩手県のスクールカウンセラー（以

下 SC と略す）の配置割合は、臨床心理士が 5

割を下回っており、臨床心理士資格を持たな

い人が準 SC として採用されている。これら

の準 SC の中には知識や経験が浅い者もいる

ので、SV をはじめとした専門的支援が必要で

あると思われる。そこで、本研究では、臨床

心理士の資格を持たない岩手県のスクール

カウンセラー等を対象に電子メールやスカ

イプによる SV システムの開発を第 2の目的

とする。 

(3) 第3の研究は、潜在的CLである青年期を

対象にした非対面心理療法の開発である。織

田（2009）によれば、日記では否定的な内容

よりも肯定的な内容を筆記させる場合、抑う

つが有意に低下することが報告されている

が、ブログでは否定的内容の筆記条件でのみ、

抑うつが有意に低下し、肯定的内容の筆記で

は有意な低下が認められなかった。この理由

の一つとして、ブログにおけるフィードバッ

クを与える人物の情報量の違いがあるので

はないだろうか。つまり、CLは自分の文章に

対してどのような人からコメントをもらっ

ているかの情報があると、より安心してコメ

ンターの言葉を受容し、抑うつを低下させる

のではないか。この点を明らかにすることが

第3の研究目的である。 



２．研究の目的 

(1) SVとブログの利用に関する倫理上の問題

点の整理したうえで電子媒体利用における

利用規定を作成。 

(2) 若手臨床心理士に対する３つのコミュ

ニケーションメディアによるSVの効果を比

較検討する。 

(3) 良いことブログの書き手はブログでコ

メントを書く人に関する情報が少ない条件

よりも多い条件のほうで心理的健康がより

大きいことを実証する。 

 

３．研究の方法 

(1) Web カウンセリングを行っている団体ま

たは個人をインターネットで検索し、インタ

ビュー調査を実施。 

(2) ①対象者：スーパーヴァイジー（以下

Svee と略す）は研究開始時に臨床心理士資格

取得前の 5名。Svee の概略は、スクールカウ

ンセラーが 4名で、病院心理士が１名。スー

パーヴァイザー(以下 Svor と略す)は、開始

時で臨床歴 19 年と 9年の臨床心理士 2名。 

②質問項目：SV 事前評価尺度として、事例困

難度(10 件法)、感情気分評定 20(福島・高橋・

松本・上田・中村,2005) (6件法)を使用した。

SV 事後評価尺度として、事例困難度（10 件

法）、感情気分評定 20(6 件法)、SV の効果の

指標として、SV の時期の適切度(5 件法)など

20 項目を設定。地理的負担度、経済的負担度、

心理的負担度は10件法で、良くなかった点、

良かった点および改善点は自由記述形式で

設定した。 

③手続き：SV実施期間は2012年9月から2015

年 3月まで。SV に関する説明を行った後、5

名の Svee が SV 契約書にサインをした。その

後、ノート PC(Panasonic CFSX2JEPDR)やデー

タ通信機器(日本通信 b-mobile 4G）等スカイ

プ SV をするための装置一式を貸与した。SV

契約後の翌月から、スカイプ、電子メール、

対面 SV を順に毎月 1回実施。Svee は SV の前

後に SV の効果に関する評価に関して、イン

ターネット上のリアルタイム評価支援シス

テム（芝﨑・近藤, 2008）を用いて回答した。 

(3)①実験参加者：大学生 277 名の中から新

しい抑うつ性自己評価尺度（島・鹿野・北村・

浅井,1985)が 14 点以上の女性 36 名。 

②実験デザイン：コメンター条件（統制群 12

名/情報少群 13名/情報多群 11名）×時間（介

入 1ヶ月前(T1)/介入前(T2)/介入 1週間後

(T3)/介入約 1ヶ月後(T4)）の 2要因混合計

画。 

③質問項目：参加者募集用の質問紙は、新し

い抑うつ性自己評価尺度（島他,1985)と日記

またはブログの経験の有無等の項目。ブログ

実施前後の質問紙は、新しい抑うつ性自己評

価尺度（島他,1985)、STAI日本語版のA-STATE

尺度（清水・今栄,1981）等。ブログ実施中

の質問尺度は内容評価度、負担度等の冊子と、

コメント多群と少群にはコメントに関する

評価アンケート。実験後には、ブログ筆記に

対する感想や負担度等の全体的振り返りア

ンケートを使用した。 

④手続き：2014年5月から7月にかけて実施。

「岩手大学人体及びヒト試料研究倫理審査

委員会」の承認を受け、参加者募集用質問紙

に予め答えてもらった１年生で新しい抑う

つ性自己評価得点が高く参加可能性の高い

参加者に対して研究の内容を説明し、同意書

にサインを求めた。コメンター情報多群は、

氏名、所属、顔写真、あだ名、長所、最近は

まっていること、子どもの頃の夢を研究用の

ブログで提示。情報少群はイニシャルと所属

のみ。統制群はコメントが無いだけで良いこ

とブログは実施。また、コメンター情報多群

と少群は、コメントに関する評価アンケート

をインターネット上のリアルタイム評価支

援システム（芝﨑・近藤, 2008）を使用して

実施。コメントは臨床心理学専攻の大学院生

4名（男性 2名と女性 2名）は、1日 2名に

分かれ、条件を毎日交替してブログ筆記後の



翌日までにコメントを記入した。コメントの

内容に関しては、織田(2010)と同じ手続きを

行った。 

 

４．研究成果 

(1) Web カウンセリングを行っている個人と

団体へのインタビュー調査を実施し、電子媒

体利用における利用規定に関する問題点の

整理したうえで、独自の利用規定を作成し、

「岩手大学人体及びヒト試料研究倫理審査

委員会」の承認を得た。 

(2)①CM 別 SV 評価：感情気分評定、事例困難

度の各尺度に対して、CM（対面・電子メール・

スカイプ）×時間（介入前・介入後）の分散

分析を行った(Table 1)。まず、肯定感情で

は、CM と時間の主効果が認められたが、交互

作用は認められなかった。多重比較の結果、

対面 SV＞電子メール SV であった。また、SV

後に肯定的感情が有意に上昇した。 

Table 1  感情と事例困難度のCM別平均と標準偏差

M SD M SD
対面 25 3.07 .85 4.18 .75
電子メール 26 2.65 .69 3.45 .67
スカイプ 26 2.89 .73 3.98 .83

対面 25 3.14 .76 2.20 .75
電子メール 26 3.39 .66 2.66 .83
スカイプ 26 3.15 .68 2.34 .87

対面 25 6.00 1.55 4.36 1.65
電子メール 26 6.15 1.13 4.83 1.26
スカイプ 26 5.89 1.12 4.35 1.44

事例困難度

尺度 CM n
介入前 介入後

肯定的感情

否定的感情

 

②SV 効果尺度に対して、CM（対面・電子メー

ル・スカイプ）の分散分析を行った。結果は、

SVの積極性尺度で、対面SV＞電子メールSV、

スカイプ SV＞電子メール SV が有意に認めら

れた。SV による新しい視点取得度では、対面

SV＞電子メール SV が有意であった。 

③CM 別負担度：CM（対面・電子メール・スカ

イプ）×負担度（地理的・経済的・心理的）

の分散分析の結果、CM と負担度の交互作用が

有意に認められた(Table 2)。地理的負担度

における単純主効果が有意で、多重比較の結

果、対面 SV＞電子メール SV、対面 SV＞スカ

イプ SV が有意であった。経済的負担度でも

単純主効果が認められ多重比較の結果、対面

SV＞電子メール SV、対面 SV＞スカイプ SV が

有意であった。心理的負担度でも単純主効果

が認められ、多重比較の結果、電子メール SV

＞対面 SV が有意であった。一方、対面 SV に

おける単純主効果も有意に認められ、多重比

較の結果、地理的＞経済的＞心理的負担度が

有意であった。また、電子メール SV とスカ

イプ SV でも単純主効果が認められ、多重比

較の結果、心理的＞地理的、心理的＞経済的

負担度が有意であった。 

Table 2  負担度別CM別平均と標準偏差と分散分析結果
ＣＭ
負担度 Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ
地理的 6.35 1.69 1.08 .39 1.54 .93
経済的 5.15 1.49 1.00 .00 1.23 .64
心理的 4.04 2.36 5.08 1.69 4.54 1.93
***　p＜.001

対面 電子メール スカイプ ＣＭ×負
担度F値

ＣＭ
F値

負担度
F値

64.9*** 54.64*** 50.59***

 
 今回の結果は、地方に住むSveeにとって、

対面 SV よりも電子メール SV とスカイプ SV

のほうが地理的・経済的負担度が少ない点が

確認されたが、一方で、電子メール SV に比

べて対面 SVのほうが Svee の感情がより肯定

的であった。また、スカイプ SV は対面 SV に

比べて、Svee の SV に対する積極性のみで劣

ったが、その他の SV 効果尺度では有意な差

が確認されなかった。この点は、スカイプ SV

が電子メール SV よりも対面 SV の代替 SV に

なる可能性が高いことを示唆する。 

(3)①統制群に比べて情報多群でブログの内

容の深さが統計的に有意に高く評価された

が、負担度等他の尺度では差が無かった。 

②新しい抑うつ性自己評価尺度では、コメン

ター条件(3)×測定時期(4)の分散分析の結

果、測定時期の主効果が認められた。多重比

較の結果、T1と T2、T1 と T3 の間に有意な差

が認められた。 

③STAI 日本語版 A-STATE 尺度では、コメンタ

ー条件(3)×測定時期(2)の分散分析の結果、

有意な差は無かった。抑うつに関しては、測

定時期の T1と T3における抑うつ度の低下は

織田（2010）と同様の結果であり、良いこと

ブログ筆記そのものの効果が認められたが、

T2 と T3 の間には有意な低下は認められず、



しかも T1と T2の間に有意な低下が認められ

た点は、ブログ介入とは別の要因の影響を考

えなければならない。また、今回の結果は織

田（2010）とは異なり不安に関して有意な低

下が認められず、コメンターの情報量の効果

を確認できなかった。これは今回の実験参加

者は織田（2010）の参加者に比べてツイッタ

ーやラインの利用率が9割を超えるといった

コンピューター経験が豊富な集団（ネオデジ

タル世代）であったので、今回使用したコメ

ントの操作では参加者のニーズに十分応え

られなったことが一因と思われる。今後、ネ

オデジタル世代のニーズに一層対応したツ

イッター等を利用した支援システムの開発

が望まれる。 
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